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○上場維持基準への適合に向けた取組の実施状況及び評価（２０２４年３月～２０２５年２月） 

 当社は、２０２３年５月３１日に公表いたしました「上場維持基準への適合に向けた計画」において、持続的な企業価値の向 

上に資するために必要な施策を実行していく方針とし、スタンダード市場における上場維持基準への適合に向けて取り組んでま 

いりました。 

 流通株式時価総額に適合するためには株価が重要な要因となりますので、売上高・利益を確保するために改善を図りました。 

 

（１）営業面、管理面での取組内容及び結果 

営業面では、宴会、婚礼、グリル、外販の当社主要４部門の売上高の確保に注力いたしました。 

 宴会部門ではさらなる予約受注増を目指しＷＥＢを最大限に活用するとともに、セールスの実施を徹底しネットと対面販売の 

両面からお客様への訴求を実施いたしました。 

 婚礼部門では成約率を伸ばすために、会場内覧体制の強化や各種プランの見直し等を継続実施した結果、下半期より施策が  

軌道に乗り組数を確保いたしました。 

 グリル部門では新規のお客様を呼び込むために各店舗ごとに、きめ細やかなプランの提案や季節ごとのお勧めなど様々な企画を

実施いたしました。 

 外販部門では新規サイトへの参画を図り、多くのお客様の目に触れるような機会を増やすために広告やキャンペーンに積極的 

に取り組み販路を拡大いたしました。 

 併せて、お客様満足度の向上のために定期的に教育・研修を実施してまいりました。 

 管理面では本部と上野店を統合し効率化を図ることにより利益の確保を目指しました。 

 統合により従業員の多能工化を推し進め、人員配置の面での効率化を図ることにより人件費を中心とした経費全般のコントロ 

ールを重点的に実施いたしました。 

原材料価格の高騰につきましては価格の見直しを実施し、原価率の管理を徹底することにより粗利益の確保にも努めてまいり 

ました。 

 営業面、管理面での様々な施策が密接に連携した結果、増収増益、株価の上昇に繋がり流通株式時価総額に適合いたしました。 

 

（２）今後の株主還元とIR活動 

 株主様への還元につきましては引き続き、重要な経営課題のひとつとして認識し、今後安定且つ継続的な配当を実施できるよ 

う体制を構築してまいります。 

 IR活動におきましても引き続き、当社の企業活動の状況を正しくご理解いただけるよう情報発信を行ってまいります。 

 当社は、今後も安定的に上場維持基準の適合を維持すべく、株価を意識した施策と、さらなる企業価値の向上に努めてまいり 

ます。 
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